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序 文

熊本県に存在する文化財は、 全国的にも著名なものも多く、 県民の

皆様のかけがえの無い貴重な財産となってい ま す。 ま た、 埋蔵文化財

と呼ばれる土地に包蔵された文化財もその価値は何ら異なること無

く、 われわれに対してさ ま ざ ま な情報を提供してくれ ま す。

この報告書は、 熊本駅の周辺といういわば街の中心地においておこ

なわれた発掘調査の結果の記録です。 現代に生きるわれわれと、 過去

にこの土地に生活していた人々との関わり方の一つが、 この遺跡から

得られた情報を後世に伝え、 活用していくことだと考えており ま す。

熊本県の歴史を学ぶ上で、 ま た現代に生きるわれわれにとって、 埋蔵

文化財をより深く理解していくため の一助となれば幸いです。

最後に、 調査の円滑な実施に御理解と御協力をいただいた地元の

方々、 並びに関係機関、 そして調査に対する指導、 助言をいただいた

諸先生方に対して厚くお礼申し上げ ま す。

平成1 1年3月3 1日

熊本県教育長佐々木 正典



例 言

1 本書は、 1996 年2月-1996 年3月にかけて実施した、 熊本県熊本市田崎1丁目に所在するこ本木遺跡

群の発掘調査報告書である。

2 調査は、 整備新幹線駅整備調整事業に伴う緊急発掘調査として実施した。

3 調査は、 日本鉄道公団九州新幹線建設局の依頼を受けて、 熊本県教育庁文化課が受託事業として行っ

た。

4 整理ゐ報告は、 平成10年度 ( 1998 年) に行った。

5 出土遺物 は、 熊本県文化財収蔵庫で整理作業を行った。

6 発掘調査現場での実測及び写真撮影は、 帆足俊文、 荒木聖子が主に行った。

7 遺物 の実測は、 主に帆足、 村田百合子、 赤坂希が行った。 遺構製図及び遺物 製図は荒木、 赤坂が中心

におこなった。 遺構写真撮影は、 主に帆足、 荒木が行った。 遺物 写真撮影は、 山城敏昭が主に行い、

焼きつけは、 主に帆足が行い、 一部、 外部委託した。

8 遺跡 内におけるプラントオパール分析は、 株式会社 古環境研究所に委託した。

9 遺物 観察表 は村田が主に作成し、 帆足が補助した。
10 本書の執筆は、 帆足が行った。

11 本書の編集は、 帆足が行った
12 出土遺物 は熊本県文化財収蔵庫に保管している。

凡 例

1 本書に使用したレベル ( L =) は標高を表 し、 方位は座標北で示した。

2 遺構の深さは、 特に断わりがないものは、 検出面 からの深さである。

3 出土遺物 の番号は、 全て通し番号を付した。 遺物 観察表 には、 報告書の掲載番号を示した。

4 遺構の図において， 遺構番号は確認できた遺構から順に番号を振っていった。 遺構の番号は頭に記号

を付すことで表 した。 記号は以下の通りである。

SD:溝状遺構 SP:土坑

5 現場での遺構実測図の縮尺は、 1/2 0を基本とした。

6 土器 の図については、 復元図及び完形の図については、 中心線より右に断面 及び内部を、 左に表 面 を

表 現する。 復元不可能なものは、 断面 及び拓本を添えた。
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第I章 調査の経緯

第1節調査にいたる経緯

1 調査の契機と目的

昭和30年代頃から日本各地方の交通網を整備すべく、 整備新幹線建設事業が計画され、 その計画は、 現

在でも進行中である。 九州新幹線は、 地元の要望も強く、 一定の継続性をもって計画されている事業であ

る。 現在では、 新八代~西鹿児島問等において、 計画が進められており、 九州を縦断する足として期待さ

れている。

博多~新人代間も、 以前から計画されていたが、 新人代以南が、 路線計画等において若干先行していた。

その為、 具体的な路線検討\それに基づく埋蔵文化財関連の協議、 調査等も、 実際的な作業に着手する一

歩、 手前の段階であった。

事業の主管者である鉄建公団九州新幹線建設局は、 地域の交通手段はもとより、 自然、 歴史的環境に十

分配慮されている。 それらを最大限に、 尊重すべく、 計画の策定段階から、 行政機関を含めた関係各者と

の協議 ・ 調整作業をおこなっていた。 本区間についも、 概略計画の段階から、 事前に、 熊本県文化課へ相

談があった。

その内容は、 今後、 計画が現実のものとなる可能性がある九州新幹線の路線計画についてである。 その

建設に際し、 埋蔵文化財を含めた地域の歴史的 ・ 文化的な環境がどのような影響を受けるかとのことであ

った。 新幹線は、 大規模な事業であり、 その路線内は、 ほほ恒久的に線路として使用される。 また、 その

建設にともない、 当然、 計画されるであろう駅周辺の再開発計画地等も、 ある程度、 現在の歴史的 ・ 文化

的環境を変質 させる。 埋蔵文化財と呼ばれる地下に包蔵される文化財についても、 同様に、 影響を受ける

ことが予想された。 その為、 予定路線内においては、 全区間、 埋蔵文化財の所在に関する調査をおこない、

今後の対応を協議する必要があることを説明した。

周知の埋蔵文化財包蔵地については、 可能なかぎり、 現状で保存することを前提とし、 計画段階から、

保存等の協議をおこなっている。 しかし、 事業の性格上、 一部のみ、 路線計画をずらすことが困難な場合

がある。 その為、 やむを得ず、 埋蔵文化財に影響を与えることがあるが、 その場合には、 次善の策として、

工事着手前に、 記録保存の手段として、 発掘調査を実施することとなる。

2 予備調査の経過

今回、 報告する事業地は、 熊本県土地開発公社の所有地であり、 新幹線の路線として決定している訳で

はない。 しかし、 九州新幹線の整備事業に伴い、 当 地が、 開発対象となることが、 予定されていた。

熊本市田崎1丁目に所在する当 該地は、 周知の埋蔵文化財包蔵地「二本木遺跡群」の範囲内に含まれる。

上述したように、 開発が計画されている土地であった為、 遺跡台帳照合 ・ 現地踏査をおこなった。 その上

で、 地中の状況を正確に把握すべく、 文化課学芸員の長谷部善ーが、 平成8年3月6日-7日に確認調査

を実施した。

その結果、 遺物 包含層を2層確認し、 一部、 遺構も検出した。 この結果を踏まえ、 事業が計画通りに実

施される場合には、 記録保存の措置として、 事前に発掘調査が必要であるとの通知をおこなった。 その後

の協議の結果、 計画地内において、 発掘調査をおこなうことが決定された。 その位置と範囲は、 次章に記

すとおりであり、 調査面積は、 707ばである。



3 発掘調査の組織

(1) 現地調査、 平成 8 年度

調査責任者 桑山裕好(文化課長)

調査総括 松本健郎(主幹・文化財調査第2係)

調査担当 .帆足俊文(学芸員)

荒木聖子(嘱託)

(2) 整理・報告書作成、 平成1 0年度

調査責任者 豊田貞二(文化課長)

調査総括 島津義昭(課長補佐・文化財調査第2係担当 )

調査担当 帆足俊文(学芸員)

荒木聖子(嘱託)

調査協力者 熊 本市教育委員会、 美濃口雅郎、 竹 田宏司
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第2節 調査の方法と経過

1 調査区の設定

調査区は、 開発対象幅の約2 0mX4 0mの範囲を対象とした。 重機による表土の除去から調査を開始し実

測図作成の為の4級基準点測量とメッシュ杭設置作業を ( 有) 埋蔵文 化財サポートシステムに業務委託し

ておこなった。 公共座標系を利用して、 調査区及び遺構の位置を正確に記録する為である。 メッシュ杭は

10m単位で設置し、 東西、 南北に区切られた正方形をグリッドと呼び南北方向にA�D、 東西方向に1� 3 

と記号 ・ 番号をつけた。 そして、 それぞれが交わるグリッドをAl 区、 C4区と呼称した。 座標系と調査

区 ・ グリッドとの関係は、 第4図に示すとおりである。

2 調査の方法と経過

先に述べた経過を経て、 本調査を実施した期聞は、 平成8年1月2 9日�3月2 5日の約2カ月間である。

前項で述べたとおり、 調査は、 表土除去、 4級基準点測量及びメッシュ杭設置作業から開始した。 表土

除去作業を開始したのが、 1月2 9日である。 排土の運搬にキャリアダンプを使用した関係と、 表土層が厚

く堆積していたことから、 この作業には、 4日間ほどを要した。

調査区の基本土層は、 第3図のとおりである。 当初、 第5層を中世の遺物 包含層と考え、 表土除去作業

も5層上面 までを対象とした。 5層上面 で遺構検出を試みたところ、 畑の畝痕と、 砂質 土が入る不定形な

溝らしきものが存在した為、 中世期の畑痕ではないかと考えて掘削作業を開始した。 実際には、 土師 器の

細片が含まれるものの、 遺構はその時期に属すものではないことが判明した。 調査員のミスであるが、 そ

れほど、 当地は堆積が厚く、 プライマリーな遺物 包含層の把握が難しい。

サプトレンチを設定し、 下層の状況の把握に努めた結果、 5層より更に下層の12 層と13 層が、 遺物 包含

層であることが確認された。 調査開始前にも、 このレベルに遺物 包含層が存在することを、 確認してはい

たが、 2層存在することまでは分かつていなかった。 11層より上部は、 調査対象とする必要が無いことを

確認し、 再度、 11層までの堆積土を重機で除去することとした。

包含層の掘削は、 土層の堆積状況を確認するためのセクションベルトを10mごとに東西 ・ 南北方向に十

字に残しておこなった。 12 ・ 13 層の掘削時には、 それぞれの層の境界で遺構検出を行う方針として、 その

レベルに至るまでは、 各グリッドごとに遺物 を取り上げ、 遺構検出面 の遺物 と、 遺構埋土の遺 物 に関して

は、 その位置を、 座標や図面 で記録するという方法をとった。

12 層は、 明褐色粘質 土の遺物 包含層である。 ただし、 包含される遺物 の時期は、 縄文 時代から近世まで

と様々である。 縄文 土器、 弥生土器の数量は少なく、 ほとんど無視できる程ではある。 しかし、 その他に

も、 同一層位内の遺物 がかなりの時間幅をもち、 遺物 自体も、 あまり良好な残存状況では無い。 確実な時

期決定はできず、 包含層の時期の下限をおさえることしかできない。 13 層上面で遺構検出を試みたが、 遺

構を検出することはできなかった。

なお、 12 層の掘削段階に、 水田遺構が存在したのではないかという視点をもった。 そうなると直上の
12 ・ 13 層が畦畔、 耕作土になるはずである。 証明する方法は、 まず、 畦畔、 溝などから、 水田区画を検出

することである。 平面 でみつけることができない場合には、 断面 形で、 畦畔らしき凹凸をみつけることで、

その傍証としようとも考えた。 また、 発掘調査の成果を検証する意味から、 稲のプラントオパール分析を

おこなうことも一つの手段と考え、 ( 株) 古環境研究所へ分析を委託した。 分析は、 12 �14 層付近を中心に

して、 比較試料として、 表土層直下までサンプリングを実施した。 詳細については、 次章で述べる。 この

作業をおこなったのは、 3月6日であり、 更に、 調査を急ぐ必要性が生じていた。
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13 層も同様に遺物 包含層である。 弥生時代の遺物 が最も多いが、 やはり、 中世までの遺 物 も少なからず

存在しており、 包含層の時期決定は下限を示す遺物 によらざるを得ない。 なお、 13 層の掘削をほぼ終えた

段階で、 14 層上面 において遺構検出をおこなったところ、 数条の溝とピットを検出した。 溝は、 l条だけ

が当該期のものであり、 他のものは時期決定するに至らなかった。 溝の掘削作業をおこない、 溝の土層断

面 図の作成、 写真による記録作業をおこなった。 写真は基本的に、 同一アングルに、 モノクロとカラース

ライドをlカットずつ撮影している。 また、 先ほど述べた水田遺構の確認作業の一貫として、 10mおきに

残した畔の土層断面 も、 全て、 図面 と写真で記録を残したうえで、 畔の撤去をおこなった。

なお、 調査終盤の3月17日には、 遺跡全景及び遺跡周辺の状況を記録するために、 空中写真撮影をおこ

なった。 その業者は九州航空株式会社で、 遺跡周辺についても、 なるべく広角に撮影したいと考え、 セス

ナ機による撮影とした。

遺物 取り上げ、 遺構の記録作業が終了した後、 調査終了状況の記録をおこない、 発掘調査を終Tとした。

それらが終了し、 プレハブの撤去、 備品の搬出等の作業をおこない、 現場作業員の方々は、 3月2 5日に解

散となった。 その後、 調査区の埋め戻し作業、 遺物 発見届の提出、 調査費の精算作業等の残務処理をおこ

ない、 平成8年度の最終日である3月3 1日に、 発掘調査に伴うすべての作業を終了した。
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第H章 遺跡の概要

第1節遺跡の立地と環境

1 地理的環境

九州島は日本列島の南西部に位置し、 温暖湿潤な気候に恵まれている。熊本県は、 その西側中 部域に位

置している。 熊 本県は、 地理的に、 三方を山に固まれており、 河)11は、 有明海が存在する西へ流れる も の

が多い。 海に面した場所に広い平地が存在するため、 気候的には、 温暖湿潤で、 内陸的な気候 も 加わった

風土で も ある。年平均気温は、 平地で16"C以上であるが、 夏季と冬季の寒暖の差は激しい。

降水量は、 山 地で2，OOOmmを超し、 平野で1，800mm前後である。 時期によっては、 局地的な豪雨や 多悶

の現象がみられ、 北部では、 梅雨時に、 南部では、 秋季に雨が多いことが多い。

九州の地質は、 松 山・伊万里線以北と臼杵・八代 線以南と、 この両構造線に挟まれた長崎三角地域の、

三地域に分 けられる。熊本県は、 北半部が長崎三角地帯に、 南半部が外帯になっている。古生層の三波川

式結晶片岩類は、 天草南西部に、 三郡変成岩類は、 県北西部にみられる。 中 生層のジユ ラ 紀層、 三畳紀層

は、 臼杵・八代 線の南側に帯状に入っている。第三紀層は、 天草全域と臼杵・八代 線以北の各地によく発

達し、 貫入岩類、 酸性岩は、 臼杵・八代 線以北にわずかにみられる。

熊本平野は、 大規模な火山噴出物をだした阿蘇山の西側に位置し、 阿蘇火山の堆積物で形成された通称、

熊 本台地の西に広がる平野である。 西側には、 有明海が存在し、 北西は金峰山 、 南は宇土半島の山 地がそ

び え て、 周辺の地域と区切られている。平野は、 北東部に存在する阿蘇外輪山 から西南方向に開 けている

ゆるやかな傾斜の洪積台地と、 白川を中 心とした河川堆積によってできた有明海にむ かう肥沃な南西部の

沖積低地に二分されている。その面積は広大で、 低地部のみで、 約255km2あり、 熊 本台地を含めると、 約

755km2である。 平野北部は、 白川の流れを中 心にして、 井芹川、 坪井川の流域である。南部は、 緑川水系

を中 心とし、 加勢川、 木山)11、 浜戸川の流域である。

二本木遺跡群は、 白川の西側に位置する。 白川は、 阿蘇カ ル デ ラ がお も な流域で、 県のほほ 中 央部より、

や や北側に位置する。 源は、 南郷谷の東部の高岳南東斜面である。ここを発した白川は、 阿蘇南郷谷の水

を集めて西方へ流れ、 黒)11と合流する。 立野火口瀬をへて、 熊 本台地を通り有明海へと通じる。水量は、

合流する黒川が、 白川より若干多い。 両河川が合流した下流域は、 非常に水量が多く、 上流の阿蘇地方で

の降水量が多い時には、 流域の形 も 関係して、 洪水が多い地帯で も ある。

2 歴史的環境

二本 木遺跡群は、 熊本平野の 中 、 白川の右岸に位置し、 今回の調査 区は、 熊本市田崎1 丁目 117番のl

に所在する。 二本木遺跡群とよばれるこの遺跡群の西南部にあたる。

二本木遺跡群は、 過去、 飽田国府の推定地としての視点で注目され、 昭和初期から研究されてきた。 ま

た、 近年の調査量の増大による当 遺跡群の性格や、 歴史的位置付けについては、 美濃 口雅朗氏らによって

まとめられているので、 そちらを参照されたい。

当 遺跡群は、 地理的に も 、 歴史的に も 若干の帽を も っ遺跡群である。調査地点等によっていくつかの異な

る性格を示すことが知られているが、 明確な遺構が確認される古い段階は、 8世紀後半頃のようである。

それから、 9世紀後半-1 1世紀台、 1 1世紀末-1 3世紀代と遺構・遺物が豊富な時 期があり、 最終的には、

17世紀代が遺跡の終罵とされている。
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第1表ー1 周辺遺跡・ 地名表 ( J )

|沼周 温郎各 所在地 時代 種別
島燭紙屋 軍

'-申世 呈
|町 f器 主i
.野添早 '-申世 耳i

亭周置 E ヨi.池上 |寺1
Eの. .池上 中世|包i t地
t錨ul溜蹄群 f池上、 純山上代町 '中世 ヨi t地

190 花岡山・万日山遺跡群 繍手町 春日町 音調 |吉積
L原 :-申世 ヨ:
E町 ofl"府T :-平安 ヨ:

古蹟 ヨ:
ヨt

l'明白書事 r4T目
E亘�<l:I肩書置亭 r4丁目

!11 T4 l地
212 
213 。蔵地
214 l古雌臓
2151 � E地

重}直面量
5T 

216 撃事 z:-申世 E地
217 エ

声
声

218 目 =-平安 l地
2191=f原 目ほか �-平安 1地
2201 i!I!困 '-平安 f地

領穴欝 稗田字宿泊

亙
ー津涌 IJt-中世 l地

��-申世 l地

r2T目 z:-近世 軍 ー
r2T目 z:-近世 置 ー

�42 1 1�U l井配 軍
243 F4T目 i: 自

書 F4丁目
244 (目 百F l飼 =旧居 Z井4丁目
245麗園E �t E骨 届耳国国」 耳Z唖F
246 吉司 -吉宗OT轟羽岡』 -;ltl.1'ι 

247 古城 古豪町 T幕棚田』 近世 |械

2481181 IßIJ部郡 ー }丸・古京町 量j物
三丁目 '干京li呈i 地

Itj 三丁目 鍛冶屋町 地'寝
冨照率旧屠 :町 [物

� !町 -吉積 l地
:旧唐人町} ，町 古町ほか :-明治 l地

255日; 胃 !町 ��-平安|但 1地
256酉; i御国民 閏 l町 l\IIIJt-申世 E地
257 再建F幅号 、置予 .町
258 |山| '2T 
259 量量曹司111: 。円 江 11 物

111悶 酉 11 物
260ll\llll 胃 11 初
2611 L 華| 酉 I� 
262 団1
263 
264 l槽} 一 11; 02丁目 ��-中世 [物
2651= ニ2 11;1 0 2丁目ほか ��-中世 l地

266 t町 �IB �� !Ii 
267 !万 I鳩方 �� 軍
2681; t冨 1冒町l!J �� 
277 l、iIII '_J 
278 寧J F内-1
279 自凶t

-表門

280 子飼町 縄文~中世|包蔵地
281 ;白川 太江1丁目 錨す~車寄 |包蔵地
282司 J敷 新屋寂町 弥生~中世|包蔵地
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車‘
1
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包

E
財

慶
・

長
国指

12
定
年
申，山

f包財
E揚

1111 f群

盤棺群

1風連a

町l1同五E国F
町]f扇瓦E国自F

円環属文観

一帯に璽官群
フィーン

l文
ア
化

ン
財

様
、
式

イギリスの

塑棺
弥生環濠、 飴目h闘雄畢



283 

284 L司 E跡(11 ;邸)
285121tE 
286 =凶百
287 ;111旗 (21! 

18 IfoJt;l相
日|

|府蹄
:跡

跡稽

3831 � !!fæ遺跡群
386 言
389 言1
390西1E回
31 明 ま天皇御幸御野立所

，地i館跡
町i屋敷一

i馬出
396L! 
398 
457 
458 !の墓
459 b醐l'
460 !さ ，古蹟
461 1 ; "lï.車 t塔 宝塔群

62 
E呈
1I、申 t放牛地蔵

[釣
生協

園
境
跡

内石造物

山l
475 
476 I乾山跡
477 
478円う��l!i 
479 
480錫 直;('11')

�1i1Il!i 

第1表ー2 周辺遺跡・地名表(2)

大江3丁目 縄文~明治 包蔵地

ヨ 建造目
1:: ヨ 言~平安 包蔵S

自寺d .目 bl 
lJl ;の本 �-� 自]
!!:�町 日 =� 向d �i 
同日 |了 =_:m:号

手1 自府、 国府本町 !i9:.-� 
� 仰��

i!町 =-� 
自蕗町ほか �-� 

汀 電-�
百 E 

豆
，町 -� 豆i

申ヨE函無田町 �!:I:.ーlJl.� l-m草
|町山田繍 日ìê

回 同1 軍i
Þl ヨ
!Ji� ヨ

回」 !Ji9:.-� 翠
�壁一l ヨ

'-1 
きt }町制 i=� 
面白『町制 E 
音曲1町訓 E F� 
t血E町三車F屋
�R! 1町井開 E E物

自町 E 
t町津浦 E 

t物
E 近世 t物

目 自
目 t地

E 
11 目 E 
円汗聞..中坂 E 

定町1丁目 E 
Z町 丁目
定町 丁目

z干 目 E t物

i地
E 

E守脚 高麗門蹄 1
.目

48E 
487 
494 
295 
496 
497 
498 
499 

544 
545 
546 
5� 
5� 
5� 
5f 

日 細工町寺院群

1号;.ØI .寺院群
Bì!I!下乙
申書量笛田神社
i町

�m事鼠

震 -劃
一

f蹄

E智也
事罰 }の石塘
目民t
量 時士の層麿

Z曲面

旨屋町
細工町 量

-町 茸
-町

回i =の島 -中世
御= �9:.-中世

!ij ト屋敷 E 
1屋敷 E 
!屋数 E 

E �1 
自:-中世 呈

|趨
自 :-古代|包
i'Pl 

lÐ 
L回JIJ己 目ほか

ヨ1 l井 E 
4手日
E畑
E荘 目 E 
呉服 万2丁目 ほか E 

， 中世
-中世
-申世

※遺跡番号は「熊本県遺跡地図J (熊本県教育委員会発行)と対応
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寛文12年
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六地麓、十三倍、五輪稽

六地蔵、 ・子・1

E帯主
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過去、 飽 田 国 府の推定地とされたのは、 二本木遺跡群の南端部、 現在の古 町小学校付近である 。 当 地で

は、 ト レンチ調査や 遺物採集がなされており、 8世紀後半- 9 世紀の土師器、 須恵器等が出土、 採集され

ている 。しかしながら、 国府の内容にせまる 遺物や遺構等は確認されておらず、 直接、 国府跡に関連す る

本格的な発掘調査はおこ なわれていない。そのため、 国府の存否を含めて、 その詳細は不明である 。ただ、

近年、 熊本市教育委員会において実施された隣接地の調査では、 土器の陰陽形突起の出土や、 方位を意識

した溝が検出された こ とから、 官街関連施設である という可能性が指摘された。今後の更なる 研究成果が

期待できる 。

出土遺物の量、 質から も 、 当遺跡群の充実ぶりがうかがえ る 。 回転ヘ ラ ミ ガキ土師器や 、 良質の須恵器

の出土。また、 官街関連の遺跡に多い出土品や、 陶磁器類の優品から も 、 そのこ とが言 え る 。

こ れらの状況から、 国府推定地のみでは無い、 当 遺跡群に関 す る 研究 も 進展してい る 。具体的には、 近

年の再 開 発に伴う熊 本市教育委員会によ る 発掘調査や、 「熊本市 史」の編集等があ る 。 その内容について

は、 こ こ で触れる べく も 無いが、 着実に成果が蓄積されつつある 。

遺構の種類や 、 遺跡の年代的な差が少なからず存在す る ため、 それぞれを、 歴史的に位置付け る 作業 も

必要となっている 。 竪穴住居群の時期 と 、 集落の存在形態についての視点 や 、 掘立柱建物の軸線や 形態に

よ る 性格の推定 も なされている 。また、 前述した、 中 心的な数時期ごとの、 遺跡の性格の検討 も 必要であ

ろう。 こ れらは、 国府の存続時期や存在その も のに関 す る 重要な視点となっている 。

なお、 遺跡の地理的な立地環境 も 重要である 。 白川の流域である 当遺跡群は、 国府の存否論争の場にお

いて も 、 論点となっている 。つまり、 洪水の常習地である 当 地を、 わざわ ざ選定す る 理 由 がある のかとい

う点である 。貿易に関連して、 水運を活用したと考 え る 意見に、 妥当性がある とされる が、 それに関して、

周 辺の遺跡との、 時期的な整合性 も 考慮せねばならない。ただ、 現在までの調査で、 国 府の痕跡が明確で

ない こ と も 、 洪水の影響であ る と も されており、 今後の課題の一つであろう。

しかし、 近年の発掘調査の成果を も とにした、 こ れらの遺跡群の総合的な研究は、 着実に進みつつある 。

地道な作業の成果が、 当 遺跡群の性格の解明に近づいている 段階である こ とは間違いないであろう。
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第E章 調査とその成果

第1節遺構と遺物

1 調査手順と遺構の概要

第I章でも述べたように、 当調査区 で遺構が検出されたのは、 1 4層上面のみである 。 しかも、 確実に遺

構としてとらえる ことができる のは、 SD04だけであり、 他の溝は時期不明である 。 ピッ ト も人為的なもの

とは考えにくい。 すなわち、 遺物包含層である 1 3層及びもうl層上の12層についても、 隣接地もしくは、

ある 程度の距離の場所から遺物を含んで流れ込んできた可能性が高い。

ここでは、 さらに詳しく、 調査の流れに 沿って、 当遺跡に ついての見解を示したい。

ここで、 当地の基本 土層図 を示す(第3図)。 これは、 A3区 の東側の、 表土除去作業をお こなっていない

調査外の壁 面を記録したものである 1層から1 1 層までは、 比較的新しい時期に堆積した土層であり、 表

土として取り扱った部分 である 。 当初、 一部、 表土はぎ作業をお こなった時に、 5層k聞に畑の畝跡、を検

出した。 これは、 近・現代の畑面である 。 5層より上層にも、 ある 一定の期間の畑地耕作跡らしきもの存

在する 。

当初、 更に 下層の8層上面を中世の遺構面である と考え、 遺構検出作業をお こなっていたO 同層に は、

灰色砂層が埋土となった溝らしき形状のものを3条、 存在した。 これは、 溝の形状を呈する が、 人為的に

掘削した様子は見受けられなかった。 中世の土師器片が混入してお り、 遺構とは呼べないが、 当該期の包

含層の可能性も考えていたが、 その後、 層序を再検討した結果 、 その認識が誤りであったことが判明した。

最終的に は、 更に 下層の、 遺物包含層である 1 3層の上層までは、 新しい時期に洪水等によって堆積した層

である との結論に達した。

結 果 的に 、 実際に 調査の対象とすべきは12・1 3層の遺物包含層と1 4層上面であった。 1 2・1 3層ともある

程度の遺物量を含む遺物包含層である が、 どちらに含まれる 遺物も、 それぞれかなりの時間幅をもつもの

であった。

L=8.200m .一一 一一ー・

O 

ー/一一?\------ー
---------- 7 

14 
。 2m 

� } 表土 客土

2 褐色土

3 黒褐色砂質土
4 明褐色弱粘質土(少量の亦色粒を合む)
5 明褐色粘質土(少量の赤色牧、 粘質ブロックを含む)
6 褐色弱粘質土

7 [列褐色弱粘質士(赤色粒、 粘質ブロyクを含む)
8 褐色砂質土
9 明褐色砂質1:

10 明褐色im*�íL (亦色粒含む)
11 県灰色砂質土(粘質土のブロックを含む)

12 IVJ褐色粘質1: (砂のブロックを多く含む)
13 褐色粘質土(赤色ブロックを多量に含む)
14 '1.1青掲色粘質二". (場所によっては赤褐色を示す)

第3図 調査区基本 土J�t
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12層は、 縄文土器から近 世陶磁器までを含み、 13層上面においては、 全く遺構が検出されないことから

も、 完全な流れ込みの資料として扱った。 ほとんどが破片であり、 全体形が分かる 資料は少ない。 13層出

土遺物も同様である が、 破片となり、 ロ ーリングをうけている ため、 それらの遺物の時期や、 元来、 使用

されていた場所について、 正確に類推す る ことは難しい。

13層は、 赤色ブロ ッ クを多量に含 む 褐色粘質土層である 。こちらも、 遺物包含層である が、 12層の一部

を含めて、 別の視点で調査をおこなった。それは、 当 地が水 田 だ、ったのではないかという視点である 。赤

褐色粘質土である 14層が、 鉄分の集積が激しいために、 そのような色調となったと考 え たからである 。 そ

うなる と、 もうl層上部に存在 す る 13層が、 水 田 の耕作土である か、 若しくは、 畦畔等になる 。 単純な遺

物包含層の掘削作業としておこなうのではなく、 1 2層中位からごく薄く、 徐々に削っていきながら、 畦畔

らしき、 土層の凹凸を確認しようと試みた。また、 平面での確認の参考にと、 ベル ト 沿いにサプ ト レンチ

を設定して、 断面形からも、 その検出に努めた。調査区 内の土層断面図は、 第 5 図 に示したとおりである

が、 結果的に、 畦畔もしくは、 水 田 に伴う遺構らしきものは、 確認できなかった。その結論として、 次の

4 点が予想される 。

(l) 当 地に水 田 遺構は存在しなかった。(2) 水 田 は存在して、 畦畔も残ってい る が、 調査 中 に認識す

る ことができなった。(3) かつて、 水 田 は存在したが、 その耕作土が洪水等で流されてしまい、 現在、

我々が12層・13層と呼んでいる 遺物包含層が流れ込んで堆積した。(4) 水 田 は存在して畦畔も流されては

いないが、 調査区 内では検出できないほどの大区画の水 田であった。以上、 四つのケース である 。実際に、

発掘調査において、 畦畔を確認す る ことができなかたので、 通常なら、 (l) の水 田 ではなかったことを結

論とす る ところであろう。

しかし、 水 田 跡の可能性を即座に捨てきれなかったため、 自然科学分析に、 その鑑定作業の一部を依拠

した。具体的 には、 (株) 古環境研究所によ る プ ラ ン ト オパール分析であ る 。 プ ラ ン ト オ パール分析は、

水 田 が存在したと推定され る 場所において、 その土壌から試料をサンプリングし、 植物が枯れたあとにも

半永久的に残る プ ラ ン ト オパールを検出す る 方法である 。 当 遺跡、では、 Bl区 西側の壁面と、 B2区におい

ては、 水 田 耕作土・畦畔の可能性がある 12・13層からサンプリングをおこなった。

分析結果は、 巻末に付編として収録したとおりである 。結論のみ、 要約す る と、 当 遺跡においてサンプ

リングした 8 層下部から12層までの試料から、 プ ラ ン ト オパールが検出された。そして、 水 田 耕作土の可

能性があ る 12・13b層において、 その数値に明瞭な ピ ークが認められ る というものであ る 。 その結果から、

それらの層準で稲作が行われていた可能性が高いとの考察がなされている 。この結果を一つの参考資料と

して考察してみたい。

調査時に考察したのは、 1 4層が水 田 の床土であり、 その上部の12層及び13層が畦畔もしくは耕作土であ

る ということである 。 そして、 自然科学分析の結果も、 1 3層においてプ ラ ン ト オパールの明瞭な ピークが

認められる というものだ唱った。 13層直上の12層においては、 極端にその密度が少ないということから、 上

層からの混入の可能性は低いとも考 え られている 。時期的には、 12層の堆積前に、 当 地で稲作がおこなわ

れていたという可能性が考 え られる 。

さて、 ここでこの結論を断定す る ためには、 三つの問題点があ る 。まず、 第lに、 発掘調査において畦

畔を認識す る ことができなかったという点である 。この要因 には、 先にあげた(1 ) ・(3) の理 由 が考 え

られ る 。ここでは、 分析結果を最大限に評価して、 (l) の水 田 ではなかったとの結論を、 とりあえ ず除外

して、 考 え てみたい。

第2に、 水 田 であったとす る と、 先にも述べたように、 1 2・13層が、 畦畔もしくは耕作土となる 。ただ

し、 畦畔や耕作土とす る と、 遺物が多すぎる のではないかという問題である 。両層に含まれていた遺物は、
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後述する が、 破片がほとんどであ り、 残存状況も悪く、 個体数からも良好な試料とはいえ ない。しかな

がら、 逆に、 水 田 の耕作土と想定する と 、 こ れ だ けの土器が入っている とは考 え にくい。 耕作土が流され

て、 付近から流れ込んだ土が堆積したと考 え る のが自然であ ろう。その場合、 検出された プ ラ ン ト オパー

ルは、 当 調査 区のものではなく、 近辺のものと考 え ざる を得ない。しかしながら、 当 調査区の14層は、 鉄

分の集積が激しく、 水 田 の床土の可 能性があ る 。 両方の現象から、 当 調査 区 も、 もともと水 田 で、あり、 そ

の耕作土が流出した後、 調査区近辺にも存在した水 田を経由 して、 遺物を含んだ土が堆積したという可能

性を考 え ておきたい。

第 3 に、 水 田 の時期の問題で、 あ る 。 通常、 遺構や 包含層の時期は、 遺構の埋土 や 包含層に含まれ る 土器

によって決定する 。 厳密にいえ ば、 住居跡等の床面直上の遺物でない限り、 その埋没時期の下限を捉え る

こ と しかできない。 当 遺跡においても、 13層から高い密度のプ ラ ン ト オパール検出されたが、 前述の と お

り、 13層が、 当 地に、 当 初から存在していたとは断定できない。 時期をあ る 程度 限定する ためには、 1 3層

より後に堆積したこ とが確実な、 12層に包含され る 遺物の時期で、 下限を決める こ と としたい。

2 遺構

検出された遺構は、 溝と ピ ッ ト のみであ る 。 ピ ッ ト は人為的なものとは考 え にくく、 溝は、 形状、 埋土

からSD04のみを遺構 と 判 断して、 記載す る 。ただし、 あくまで、 調査時の判 断であ る ので、 後の遺物の項

では、 それぞれの埋土の遺物も掲載する 。

S004 (第6図)

調査区南端に、 断面は、 逆 三角形の形状で、 底面はわずかながら平らな形とな る 。 東 西方向で掘り こ ま

れてい る 。 溝の東側では、 溝上部の幅は、 約21 0cm、 深さは約70cmを測る 。 西 側へ進む と、 徐々に深く、

幅も若干広くなる 。 調査 区 外との境界であ ったため、 危険防止の観点から最深部までの掘削をお こ なって

おらず、 詳細は不明であ る O 埋土は、 1 3層からなり、 弥生土器が多いが、 中 世の土 師器皿、 青磁片までも

を含 む(第 8 図)。 開 削時期、 埋没時期を断定できる 根拠は乏しく、 埋没には、 あ る 一定の時 聞がかかった

ものと考 え られる 。

S005 (第6図)

SD04のすぐ北に重なる 様に存在 す る 。遺構検出段階では、 SD04と別の溝であ る と考 え ていたが、 SD04

の掘り形が崩れて拡がったものと考 え られる ため、 途中から、 SD04と同ーのものであ る と捉 え 、 明確に人

力 で掘削したと思われ る SD04を遺構として扱った。出土遺物も同ーの遺構のものとして考 え ている 。

S006 (第6図)

SD04の北側に位置し、 SD04とほぼ平行して掘り こ まれている 。 断面形は、 ほほ方形であ り、 幅約40cm、

深さ約20cmを測る 。溝の規模は小さく、 埋土も褐色土 1 層であ る 。遺物も全く含まれていない。

S007 (第7図)

調査区のや や北側に、 南東.北西方向に掘りこ まれている 。形状・規模ともに、 SD08と類似しており、 幅

36cm、 深さ24cmで、 断面形は方形を呈する 。北西端は、 撹乱で削られており、 それより先の部分について

は不明であ る 。上部が削平をうけており、 本来の深さではない可能性があ る 。
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8008 ( 第8図)

SD07の約O.7m南に、 ほほ平行して存在 す る 。 断面形は方形を呈し、 幅40cm、 深さ20cmを測 る が、

上部は削平されてい る 可能性があ る 。

8P01 .8P03 

14層上面に存 在 す る 直径20-40cm、 深さ20-30cm大の ピ ッ トであ る 。 人為的 な も のの可 能性は低

い。埋土に遺物を含 む ため、 整理の都合上、 番号のみを付してい る 。
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第6図 遺構実測図(SD04・05・06)
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第7図
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3 遺物

(1 )遺構出土の遺物(第8図)

それぞれの遺構埋土からの出土遺物である。出土状況から、 各遺構の時期を示しているとは言いがたいが、

時期決定の目安にするために、 遺物の大まかな特徴を述べる。それぞれの細かい特徴は、 巻末の遺物観察表

に示している。

8004・05出土遺物( 1 "'1 8) 

1 -10は弥生土器である 。 1 - 3 は脚台付き査の脚台部である 。 1 は、 内面はナデ調整である 。外面は、

ナデにみ え る が、 残存部が少なく、 詳細は不明で、ある 。2、 3 は外面にハケ目を残し、 内面はナデ調整で

ある。 形態は、 1 の脚台は外側にむ けてひろがり、 あまり反らない も のである。 2、 3 は 1 に比べて、 脚

部が、 一度下方にのび る 。 そ こ から、 内側から外側に向かつて、 強く反る 形態であろう。 4 は、 直口縁の

鉢形土器である。 4 は、 外面にハケ目の痕跡が残る 。 内面はナデ調整である 。胴部の中 位から口縁部にむ

かい、 角度が直方向に近く立ちあがり、 器壁は薄くなりながら、 端部を鋭く仕上げる 。

5 - 9 は、 童形土器の口縁部と考 え られる も のを一括した。 5 は、 頚部から口縁部にむ けてゆるや かに

外反し、 端部を軽く面取りす る 。ハケ調整である。 6 ， 7 は外側への外反の度合いがや や 強く、 6 の方は、

若 干外湾す る 。調整は、 と も にハケ目である。 7 は、 口縁端部を面取りす る 。 8 ， 9 は、 外反した口縁部

の端部をつまみ上げ風に仕上げる。 9 は、 端部の外側に も 引き出す意識があ る 。 調整は、 残存部に関して

は、 8 ， 9 と も に横ナデである 。

10は、 短頚で素口縁の査形土器である。口縁部は、 や や外反気味に直立す る 。 内外面と も 横ナデである。

11は、 東播系須恵器と考 え ている。外面には、 格子目状のタタキが残る。

12-14は、 底部に糸切り痕を残す土師器杯である。法量は、 12が他の2点よりひとまわり小さい。15は、

高台付きの土師器である 。

16， 1 7は青磁椀であ る 。 1 6は、 しっかりとした連弁の形を刻 む も のである。17は、 外面の文様が櫛目文

の同じく青磁椀である。

2 8002出土遺物(1 8)

縄文晩期の鉢形土器である 。 内外面と も にミ ガキで仕上げる。

3 8008出土遺物(1 9)

内面にハケ目調整痕が残る 弥生土器の童形土器である。

4 ピット出土遺物(20， 21 ) 

20はSP01出土から出土の、 弥生土器の聾の口縁部、 21はSP04出土の、 内面をケズリで仕上げる 土師器で

ある。

(2) 包含層出土の遺物(第9図~第20図)

以下、 包含層出土の遺物を説明する。包含層は、 12層， 13層の2層が存在したため、 それぞれ別に説明

をおこ なう。

-18-
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第9図 13層出土造物実現Ij図(弥生土器)

13層出土遺物(第9図~第14図)

包含層出土の遺物を一括した。

13層出土遺物(第9図)

22�27は、 全て弥生土器である。 中期から後期までと、 時期的には、 かなりのばらつきがみられる。 24

は、 整形土器の口縁部である。 �賞ナデ調整を施している。 23はボール形の器形の鉢形土器で、ある。 外面に

ハケ目、 内面に横ナデの痕跡を残す。 24は壷形土器の口縁部である。 復元口径は16.8cmを測る。 25は童形

土器の胴部破片である。 ハケ目のち横ナデで調整した後、 櫛twき文様を施す。 26�29は、 壷�]�土器の口縁

部である。 3点とも、 残存部は横ナデで仕上げている。

13層出土遺物(第10図~第12図)

布目瓦である。 掲載した点数は9点のみであるが、 小破片を含めると、 ある程度の固体数が出土してい

る。 そのほとんどが、 内面に布目圧痕をもち、 外面には、 縄タタキ痕を観察することができる。 なお、 当

遺跡で出土した瓦は、 全て、 丸瓦、 平瓦である。 以下、 瓦の種類ごとに、 その特徴を述べる。

30�33は丸瓦である(第10図)0 30， 31は、 内面に布目をもち、 外面に縄タタキの痕跡を残す。 縄目の

方向は、 同じである。 32， 33は外面のタタキ痕はなく、11正文である。 小破片のため、 詳細は不明であるが、

整形痕をナデ消したと考えられる。 33の内面には、 瓦整形時の木枠を固定していた紐の結び目が残る。 縦

方向の紐の間隔は3cm弱で、あり、 整形台の概要を推定できる。。

34， 35も丸瓦である。 内面に布目痕を残す。 外面を純タタキで整形し、1�!iJ端音]S、 端部とも、 面取りして

整形している。

36・38は平瓦である。 内面に圧痕を残す。 外面は、 やや太めの縄タタキ痕が残る。
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第1 3図 13層出土遺物実測図(土師器、 須恵器、 瓦質土器)

1 3層出土遺物(第1 3図)

土師器、 須恵器、 瓦質土器を一括した。

39�45は、 底部を糸切り技法で切り離す土師器の小皿、 杯であり、 回転台を使用して整形をおこなう。39

は小皿である。復元口径は8，Ocm、 残存高IAcmを測る。40は回転ナデの痕跡を残す。復元底径7，2cmを測る。

41 �45は、 破片による推定復元径であるが、 底径が8.2cm�8Acmと近い値を示す。44は、 立ち上がりの角

度が他のものと比べてやや急である。

46・49は、 須恵器の鉢である。 外方向へ向かつて、 やや急な角度で聞き、 口縁端部を若干肥厚させる。

内・外面に自然紬がかかる。

50・52は、 瓦質土器である。 全て破片からの復元図であり、 ほとんど詳細は分からない。50は、 胴部から

ほぼ直線的に広がる器形で、 端部を面トリした口縁部をもっ。51は、 口縁部を断面三角形状に肥厚させる。

52は、 やや丸みを帯びて広がるボール形の器形である。 内面には、 ハケ状工具を使用する。

1 3層出土遺物(第1 4図)

龍泉窯系青磁と、 白磁等の陶磁器類である。

53�63は、 外面の蓮弁文をへラによって刻みこむ青磁椀である。蓮弁の形は写実的で、 器形は、 直線的に

24-
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立ち上がるもの(54、 61 、 62) と、 丸みをおびた体部のもの(63) との2種に大まかに分かれ、 口縁部

が残存するものについては、 その形態で2種に分かれる。体部からのびてきて端部をとがらすもの(62)

と、 口縁部を外反させ端部はとがらせずにおさめるもの(56)に分類できる。 それぞれの要素の組合せ

により、 さらに、 分類できると思われるが、 小破片が多く、 各々、 観察できる項目が異なるため、 これ

以上の分類は避けたい63は、 見込み部、 高台の付け根の軸が厚く、 高台部の紬をかきとる。 64は外面の

文様が分かる部分は残っていなし、。

60も龍泉窯系青磁である。 内面に劃花文をもっ。65、 66は青磁の胴部片で、 内・外面に櫛歯状の文様

をもっ。

67は 白磁椀である。 胴部の器形は、 直線にやや近く、 口縁部を外反させ、 端部を軽く面トリする。 口

縁部の粕をかきとる。復元した口径は、 1 O.6cmを測る。68は、 復元口径13.4cmの 白磁椀である。 直線的

に広がる体部に、 玉縁状の口縁部をもっ。

69は、 白磁の底部である。底部は、 無紬である。

2 1 2層出土の遺物(第1 5図~第20図)

13層出土遺物と同様に、 遺物種別ごとに説明をおこなう。口径、 底径等の詳述も、 同様に遺物観察表

に記載した。

1 2層出土遺物(第1 5図)

縄文土器、 弥生土器、 土師器を掲載した。

70は、 リボン状突起をもっ縄文晩期の浅鉢である。 内・外面を二枚貝条痕で調整し、 内面は、 その後、

ナデ調整している。71 も同じく縄文晩期の浅鉢である。復元口径27.8cmを測る。

72-80は、 弥生土器である。72・75は、 口縁部資料で、 かろうじて反転復元できるものである。74は

外反した口縁端部の形態が丸いままでおさまる。73、 75の口縁部は、 やや内湾ぎみに立ち上がり、 端部

をつまみ上げ風に仕上げる。

76-80は、 弥生土器の口縁部であるが、 器形がよく分からないものである。 76は面トリしながら、 つ

まみ上げ風に仕上げるもの。 77は端部を面トリするものである。78-80も弥生土器の口縁部であるが、

小破片のため、 ほとんど、 全体の状況は分からない。口縁部を肥厚させる形態のもので、 79、 80は、 肥

厚した口縁部をやや下方に垂下させている。

81-89は、 土師器である。

81 、 82は赤彩を施す高台付きの土師器である。81 は、 底径約8.0cm、 高台高0.7cmの低い貼付高台をも

っ。外面に赤彩が残る。82はやや外側に聞く高台をもつが、 高台の高さは0.6cmと、 やはり低い。 内・外

面に赤彩を施す。

83-89は、 底部に糸切り痕をもっ土師器杯である。小破片のからの復元のため、 正確には不明である

が、 法量は、 底径のみから推測すると、 lOcm前後のものと、 それ以内の小型のものの2種類に分かれそ

うである。

1 2層出土遺物(第1 6図~第1 9図)

全て、 布目圧痕をもっ瓦である。

90、 91は丸瓦である(第1 6図) 。 内面に布目をもち、 外面に縄タタキの痕跡を残す。 縄目よりは、 とも

に同じ方向である。
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第15図 12層出土遺物実測図(縄文土器・弥生仁器・土師器)
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第20図 1 2層出土遺物実測 図(青磁・ 白 磁)

92-94は平瓦である。小破片のため、 詳細は不明であるが、 整形痕をナデ消した と 考 え られる資料が存

在する。

95-98 も 平瓦である。 内面 に 布 目 痕を残す。外面を縄タタキで整形し、 側端部、 端部を面取りして整形

する。

99-1 02は平瓦である。 内面に 布 目 圧痕を残す。外面は縄タタキ痕が残る。小片のため、 端部の調整や、

形態などの詳細は不明である。

1 2層出土遺物(第20図)

12層から出土した龍泉窯系青磁 と 、 白 磁、 近世陶磁器を一括した。 図 化 に 耐 え うる1 5点のみを掲載した。

1 03-109は、 外面に 写実的な蓮弁文を刻 みこむ青磁椀である。器形は、 直線的 に ひろがる も の(103、

1 06) と 、 丸みをおびた体部の も の(109) と の2種に大まかに 分かれ、 口縁部形態で も 、 2種に分かれる。

体部からのびてきて端部を と がらす も の(1 05) と 、 口縁部を外反させ端部は と がらせずにおさめる も の

(108)である。それぞれの要素の組合せに よ り、 さらに、 分類できる と 思われる。また、 それらの要素の

相 関 関係をみることもできる。

1 1 0は、 見込み部、 高台の付け根の軸が厚い。

111、 1 12は、 青磁の胴部片である。

1 1 3は龍泉窯系青磁の底部である。底径は6.4cmを測る。高台部の軸をかき と っている。

114-1 17は白磁椀である。 114は、 胴部の器形が直線的で、 端部を軽く面トリする。 115は、 や や 外反さ

せた口 縁部内面の軸をか き と る資料である。 1 1 6は紬が観察できない白 磁の底部である。小破片のため、 詳

しくは分からない。1 17は、 復元口径16.6cmの白磁椀である。直線的に 広がる体部に、 玉縁状の口縁部を も っ。
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第21図 その他の遺物

そ の他の遺物 ( 第2 1図 )

包 含 層 から出土 し た 遺 物 の 中 で、 層 位 が不 明 確 な ものや、 撹 乱 から出土 し た ものであるO 包 含 層 の

時 期の下 限 に 影響を与 え そう な 資料も存 在するた め、 掲載し た 。

1 1 8は、 縄文土器の浅鉢である。

1 1 9 - 1 22は、 弥生土 器の脚 台 部分と、 口 縁部である。 1 1 9は外而 に ハ ケ 目、 内 面 に はナデ調整を観察

することができるO

1 23 ・ 1 24は土師器杯である。 高 台付きのもの ( 1 24) は、 丸みを帯び た 体部から底部 に 、 外 側 に 広が

り気味の高 台をつけた 形態である。 黒 色 土器A 類である。

1 25は瓦質土器の底部であるO

1 26 - 1 30は、 龍泉窯系青磁椀である。 蓮弁のか た ち はしっかりしている。

1 31 - 1 33は、 近世 間磁器である。 それ ぞれ、 器形、 時期 な どが異 な る。



第N章 ま とめ

第1節遺構について

今回の調査区からは、 時期が明確な 遺構は検出されな かった。 最下層において溝状遺構 と 、 ピ ッ トが検

出されたのみである。遺構内出土の遺物 も 、 時 間的にかな り幅を も ち、 その上層の包含層出土の遺物 も 同

様である。遺物の残存状況 も 悪く、 当 調査区周辺において使用されていた と 断言するこ と はできない。

包含層は、 12層 と 13層の2層がある。 各層 と も 遺物包含層であり、 どちら も 、 縄文時代から中 世までの

遺物を含 む。12層 と 1 3層の聞は、 遺構が全くみられな いため、 生活面 と して一時期が存在した と は考 え ら

れ な い。 上層である12層は、 近世陶磁器片を含 むため、 これが、 時期推定の下限資料 と な る。 非常にあい

まいな 時期決定であるが、 この2層の包含層の下限を も ってして、 当 遺跡の埋没時期の下限年代 と したい。

な お、 第 皿 章で述べた様に、 当 調査区に、 かつて水 田が存在したのでは な いか と 考 え た。その根拠 と 、 問

題点については、 前述したので繰り返さな いが、 遺跡土壌における鉄分の集積状況、 付編 と したプラント

オ パ ー ル分析の結果等から、 当 調査区が、 ある時期、 水 田 であった可能性を指摘しておきたい。考古学的

に、 調査時に、 畦畔を検出するこ と ができな かったため、 可能性 と するこ と しかできな いが、 14層におい

て検出した溝状遺構 も 、 区 画等の、 水 田 に関連するなんらかの遺構であった と 考 え る。 検出した ピ ッ ト 群

は、 遺構の可能性が低い と 考 え たい。 畦畔を検出するこ と ができな かった点については、 遺物の残存状況

等からして、 洪水等により、 耕作土が流出したか、 調査区 内では検出できな いほどの大区画の新しい水 田

であった可能性を考 え ている。

第2節遺物について

上記の様な 遺跡の状況であるので、 遺物について も 、 一括性に と ほしい資料 と 言わ ざるを得 な い。遺跡

の状況を考 え る と 、 遺構内の遺物、 及び遺物包含層の遺物をそれぞれ分けて評価する必要性は低く、 遺跡

全体の下限を推定するに留めたい。

遺物は、 縄文晩期の も のから弥生中 期、 後期 と 続く。遺構内の遺物や、 下層である13層出土の遺物では、

弥生後期の土器が最 も 多く、 遺跡における、 ある有力 な 一時期 と 考 え たいが、 調査成果から、 その根拠を

見出す こ と はできな かった。それ以降 は、 古代をはじめ と して、 中 世、 近 世の遺物が混在 する状況である

ため、 各々の遺物についての説明は避け、 巻末の観察表によるこ と と したい。

古代、 中 世の須恵器、 土師器の時期決定に関して、 その製作技法の他に、 器形、 法量が大きな 意味を持

つ。図面上、 復原して実測した も のが多いが、 遺物の残存度は低く、 ロ ー リン グをうけて摩滅している も

の も 多かったため、 法量から時期の推定や、 傾向について言及するこ と はほ と んど不可能である。杯や小

皿の底部切り離し技法等から、 ある程度の推定は可能であるが、 逆に非常に時 間 幅のひろい資料であるこ

と が言 え るのみである。須恵器に関しては、 東播系須恵器が l 点、 出土しているのが注目される。

瓦は、 小破片が多いが、 ほ と んどが、 古代の布目瓦である。 丸瓦、 平瓦、 両方の資料が混在するが、 内

面に布目圧痕が残り、 外面を縄タタキで整形している も のがほ と んどである。ただし、 瓦の形式等が分か

る資料は、 ほ と んど存在しな い。ある程度の量の布目瓦が出土したこ と 自体が、 重要である と 考 え たい。

陶磁器類も、 ある一 定の個体数が出土している。しかしながら、 例 に 漏れず、 小破片がほ と んどである。
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掲載した実測図も、 反転復原したものがほとんどであることをお断りしておきたい 。 龍泉窯系青磁椀が一

定数、 出土している。 外面の連弁文が写実的なものが多く、 やや古 い様相を示すが、 直線的に 刻んだもの

までが存在し、 土師器、 須恵器と同様、 包含層が時 間 幅を持つということしか述べることができない。近

世陶磁器が、 若干数、 出土している。1 6�1 7世紀台の所産と考 え ている。
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図版番号 遺物番号 グリ ッ ド 層位 遺構 器種 部位 口径 現存高 器厚 底径

第 8 図 A -2 一括 SO・04 脚 部 2.5 

第 8 図 1 8  0 -2 XIII S D -02 i菜鉢 口縁部 23.8 6.4 

第 1 5 図 70 C -2 一括 包含層 i采鉢 日縁部 32.6 4.8 1 .4 

第 1 5 図 7 1  0 -2 一括 包含層 浅鉢 口縁部 27.8 2.5 1 .2 

第 2 1 図 1 1 8 C -2 ・ 北 一指 包含!留 i支鉢 口縁部 30.2 5 .4 0.7 

図版番号 遺物番号 タリ γ ド 層位 遺構 器穏 部位 口径 現存高 器厚 底径
第 8 図 2 I A -2 一括 SO-04 脚 部 2.4 

第 8 図 3 I A -3 一括 SD心4.05 脚 部 3.2 

第 8 図 4 I A -2 一括 SO・04 碗 口縁部 17.2  5 .4 

第 8 図 5 I A -2 一括 SO-04 愛 口縁部 1 7.6 3.7 

第 8 図 6 I A -2 一括 SO-04 口縁部 1 3.2 2.7 

第 8 図 7 I A -2 一括 SO-04 口縁部 22.0 2.7 

第 8 図 8 I A -2 一括 SO-04 日縁部 23.4 3 . 1  

第 8 図 9 I A -2 一括 SO-04 日縁部 20.4 2.8 

第 8 図 1 0  A -2 一括 SO-04 強r 日縁部 1 2.0 3.7 

第 8 図 1 9  C -2 一括 SO-08 減� 口縁部 26.4 5 .0 

第 8 図 20 B -2 一括 P - l dt 口縁部 20.4 4.7 

第 9 図 22 C -2 1 3  包含層 き短 口縁部 1 1 .4 2.8 0.7 

第 9 図 23 B -2 一括 P - 1 碗 日縁部 1 8.2 5 .6 0.7 

第 9 図 24 A -2 1 3  包含)膏 査 口縁部 1 6.8 2.7 1 . 1  

第 9 図 25 A -2 1 3  包含層 壷 m部 4.7 0.7 

第 9 図 26 B - I 1 3  包含l萄 資 日縁部 3.7 0.9 

第 9 図 27 B - I  1 3  包含層 資 口縁部 3. 1 1 .2 

第 9 図 28 C -2 1 3  包含層 口縁部 3.9 0.9 

第 9 悶 29 1 3  包含!脅 資 口縁部 2.6 0.7 

第 1 5 図 72 C - I  1 2  包含層 鉢 口縁部 1 4.0 3 .3 

第 1 5 図 73 C -2 1 2  包含層 壷 口縁部 1 6.7 3.9 

第 1 5 図 74 0 - 1 1 2  包含層 量百 口縁部 24. 1 3.6 

第 1 5 図 75 0 - 1 1 2  包含層 f古I [1縁部 27.0 3.8 

第 1 5 図 76 C - I  1 2  包含層 口縁部 1 .9 

第 1 5 図 77 0 - 1 1 2  包含層 口縁部 3.3 

第 1 5 図 78 C -2 1 2  包含!習 '互量 頚部 3.8 

第 1 5 図 79 C - I  1 2  包含層 壷 頚部 4. 1 

第 1 5 図 80 C -2 1 2  包含層 壷 頚部 3.7 

第2 1 図 1 1 9 脚台部

第2 1 図 1 20 口縁部

第2 1 図 1 2 1  底 部 1 .6 1 0.8 

第2 1 図 1 22 底部 9.0 1 .2 9.0 

第2表 遺物観察表(1)

縄文土器観察表
外面 内 面

に ぶ い 黄糧色 に ぶ い 黄櫨色

に ぶ い褐色 にぷ い褐色 ・ 褐灰色

に ぶ い 赤褐色 明赤褐色

にぶい赤褐色ワ灰褐色 褐 色

褐灰色 ・ にぷい黄褐色 灰黄褐 色

弥生土器観察表

外面 内面

に ぶ い 黄澄色 に ぶ い黄櫨色

灰黄褐色 にぶ い黄燈色

に ぶ い黄澄色 に ぷ い 黄糧色

に ぶ い 黄糧色 にぷ い糧色

に ぶ い 黄糧色 に ぷ い澄色

に ぶ い樫色 に ぷ い痘色

に ぶ い澄色 に ぶ い糧色

に ぶ い 黄櫨色 に ぷ いf音色

に ぶ い 黄櫨色 に ぶい黄燈色

に ぶ い黄櫨色 黄褐色

に ぶ い黄糧色 に ぶ い 黄櫨色

に ぶ い黄校色 にぶ い賞褐色

に ぷ い 黄澄色 にぶい黄櫨色

に ぶ い黄澄色 に ぷ い燈色

に ぶ い 黄積色 にぶい黄櫨色

に ぶ い黄櫨色 浅黄様色 ・ 褐灰色

に ぶ い授色 にぷ い程色

に ぶ い黄糧色 に ぶ い 黄tï色

黄褐色 黄褐色

に ぶ い樫色 にぷ い糧色

桜色?明赤灰色 褐灰色?明褐灰色

に ぶ い櫨色 にぶい黄櫨色

に ぶ い黄積色 ・ 稜色 に ぶ い櫨色

に ぶ い授色 灰 白 色

明黄褐色 にぶい黄澄色

i支黄燈色 浅黄鐙色

に ぶ い 黄稜色 にぷい樫色

糧色? に ぶ い樫色 密色

に ぶ い澄色 に ぷい黄櫨色

に ぶ い樫色 に ぶ い 黄櫨色

に ぶ い程色 に ぶ い黄糧色

に ぶ い燈色 にぷ い樺色

外面 内面

ハ ケ 目 ナ デ

ミ ガキ ミ ガキ
ナ デ・ 枚貝条痕 ナ デ・ 条痕後 ナ デ

ナ デ ナ デ

ミ ガキ ミ ガキ

外面 内函

ハ ケ 目 ナ デ

ハ ケ 目 ナ デ

ヨ コ ナデー指重圧寵 ヨ コ ナ デ・ ハ ケ 目 後 ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ ・ ハ ケ 目 {走 ナ デ

ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ ハ ケ 目 f� ヨ コ ナ テ・

ナ デ ナ デ

ヨ コ ナ テr ヨ コ ナ テ'

ヨ コ ナ テr ヨ コ ナ テ・

ヨ コ ナ テr ハ ケ 目 後 ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ テf ハ ケ 自 後 ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ テ' ハ ケ 目 後 ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ テ2 ヨ コ ナ デ

ケ ズ リ 後ナ デ ハ ケ 目 後 ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ テs ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ テr ヨ コ ナ デ

ハ ケ 日 後ナ デ ヨ コ ナ デ・ ハ ケ 日 後 ナ デ

ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ テ・ ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ テ' ヨ コ ナ デ

ナ デ ナ デ

ヨ コ ナ テe ヨ コ ナ デ

ナ デ ハ ケ 日

ヨ コ ナ テ' ヨ コ ナ デ

ナ デ ナ デ

ナ デ ナ デ

ナ デ ナ デ

指謂整桂ヨ コ ナデ・指頭圧症 ナ デ
ヨ コ ナ テr ナ デ

胎土混入物 焼成 備考

微細 な 石英 良好
微細 な 角 |苅 石 良好
砂粒 ・ 長石 良好
微砂粒 ・ 角 肉 石 ・ 長石 良好
微細な雲母 ・ 角 閃 li ・ 石英 良好

胎土混入物 焼成 備考

微砂粒 ・ 角 閃 石 良好
微細 な 石英 ・ 角 閃 石 良好
微細 な 雲 母 ・ 角 閃 石 良好
微細 な 角 閃 石 良好
微細 な 石英 ・ 角 閃 石 良好
微細 な 石 英 良好
微細 な 石英 ・ 角 閃 石 良好
微細 な 角 閃 石 良好
微細 な 角 閃 石 良好
微砂粒 ・ 石 英 ・ 23母 良好 口唇部にi:t線

微細な 雲母 ・ 角 閃 石 ・ 微砂粒 良好
石英 良好
雲母 ・ 角 閃 石 良好
微細 な 石英 ・ 角 閃 石 良好
砂粒 ・ 角 閃 石 ・ 雲母 良好
微細 な 石英 ・ 角 閃 石 普通
細砂粒 良好
細 か い 砂粒 良好
石 英 ・ 角 閃 石 普通
砂粒 ・ 雲母 良好
砂粒 ・ 赤褐色砂粒 ・ 雲母 良好
砂粒 ・ 角 肉石 ・ 赤褐色砂粒 良好
砂粒 ・ 角 閃 石 ・ 雲母 良好
砂粒 ・ 長 石 ・ 赤褐色砂粒 良好
砂粒 ・ 雲母 良好
砂粒 ・ 角 肉 石 ・ 赤褐色砂粒 良好
微砂粒 ・ 角閃石 ・赤褐色 良好
微砂粒 ・ 角 閃 石 ・ 石英 良好
石英、 長 石 良好
石 英 、 長 石 良好
微砂粒 ・ 金雲 母 ・ 長石 良好
砂粒 ・ 長石 ・ 角 閃 石 良好



図版番号 遺物番号 'jリ ッ ド 層位 遺構 録種 部位 口径 現存高 器厚
第8図 1 2  A -2 一括 SD-04・05 日縁部 8.8 1 .2 
第8図 1 3  A -2 一括 SO-04 底 部 2 
第8図 14 A -2 一括 SO・04 底 部 1 .5 
第8図 1 5 A -2 一括 SO・04 高 台 胸 部 1 .6 
第8図 2 1  B -2 一括 P ?4 壷 1岡部 6.8 
第 1 3図 39 B -3 1 3  包含層 杯 8.0 1 .4 0.7 
第 1 3図 40 A -2 1 3  包含層 碗 1 3 .0 3 . 1  1 .2 
第 1 3図 4 1  B -2 1 3  包含層 底部 1 .7 1 .0 

第 1 3 図 42 B -2 1 3  包含層 底部 2.1 1 .2 

第 1 3 図 43 A -2 1 3  包含層 底部 1 .5 1 .0 

第 1 3 図 44 A -2 1 3  包含層 底部 1 .4 0.8 

第 1 3 図 45 A -2 1 3  包含府 1 . 1  1 

第 1 5 図 8 1  C - I  1 2  包含層 底部 1 .4 

第 1 5 図 82 D -2 1 2  包含層 底部 2.4 

第 1 5 図 83 D -2 1 2  包含層 底部 1 .7 

第 1 5 図 84 C -2 1 2  包含層 底部 1 .8 
第 1 5 図 85 C ・ 1 ， C . 2  1 2  包含層 勾2 口縁部 9.2 1 .6 

第 1 5 図 86 D -2 1 2  包含層 底部 1 .9 
第 1 5 閲 87 D -2 1 2  包含層 土不 底部 1 .3 
第 1 5 図 88 D -2 1 2  包含層 杯 14.0 2.4 

第 1 5 図 89 C -2 1 2  包含層 底部 2.2 

第2 1 図 1 23 底部 1 .9 0.9 
| 第2 1 図 1 24 底 部 2.3 

図版番号 遺物番号 グ 'h ド 層位 遺構 器種 部位 口径 現存高 器厚

第 8 閲 1 1  A -2 一括 SD・04 ・05 壷 口 縁 部 1 8.2 5. 1 

第 1 3 図 46 A -2 1 3  包含層 口縁部 4.4 

第 1 3 図 47 A -2 1 3  包含層 鉢 口 縁部 3.3 0.8 

第 1 3 図 48 C - I 1 3  包含層 口縁部 4.8 0.6 

第 1 3 図 49 C - l 1 3  包 含層 鉢 口縁部 1 2.6 3 . 1  0.7 

第2 1 図 1 25 C - I 包含層 杯 底部 2.2 0.7 

底径
7.2 

8.8 
1 0.0 
6.6 

6.2 

9.6 
9.2 

8.2 

8.2 

7.2 
8.4 

5.8 
8.0 
8.8 
8.2 
7.2 
1 0.6 
6.2 
1 1 .0 
1 0.6 
8.8 
1 0.0 

底径

8.6 

第3表 遺物観察表 (2)

土 師器観察表

外面 内 面 外面

に ぷ い黄櫨色 明褐色 ナ デ

に ぷ い褐色 に ぶ い褐色 回 転 ヨ コ ナ デ

にぷい賞授色 にぷい黄樟色 回 転 ヨ コ ナ デ

に ぷ い黄櫨色 灰黄褐色 ナ デ

i主黄澄色 灰色 ハ ケ 目
にぷい樫色 に ぷ い橿色 回 転 ヨ コ ナ デ

に ぷ い黄積色 に ぷ い黄櫨色 回 転 ヨ コ ナ デ

に ぷ い黄燈色 に ぷい撞色 回 転 ヨ コ ナ デ
に ぷ い黄糧色 にぷい樟色 回 転 ヨ コ ナ デ

にぷい黄燈色 に ぷ い黄澄色 国 車� ヨ コ ナ デ

に ぷ い 燈色 に ぷ い澄色 回 転 ヨ コ ナ デ

にぷい褐色 澄色 回 転 ヨ コ ナ デ

強色 にぶい褐色 ヨ コ ナデ・凶転ヘラ ミ ガキ
に ぷ い黄櫨色 に ぷ い黄糧色 ヨ コ ナ デ
にぷい褐色 に ぷ い澄色 ナ デ
にぷ い燈色 にぶい橿色 ナ デ

i主黄色 灰黄色 ヨ コ ナ デ
に ぷ い鐙色 に ぶ い糧色 ナ デ
に ぷい黄f音色 に ぷ い黄樟色 ヨ コ ナ デ
に ぷ い黄樫色 にぶい樟色 ヨ コ ナ デ

i主黄色 浅黄色 回 転 ナ デ
にぷ い糧色 に ぶ い糧色 回 転 ヨ コ ナ デ

灰縄色 暗灰色 回 転 ヨ コ ナ デ

須恵器観察表

外面 内面 外面

暗灰色 灰色 ヨ コ ナデ ・格子状の タ タ キ
灰 色 オ リ ー プ黒色 回 転 ナ デ

灰色 灰 色 回 転 ナ デ

灰 色 賞灰色 回 転 ナ デ

灰黄色 灰 色 回 転 ナ デ

灰色 灰 色 ナ デ

内面 胎土混入物 焼成 備考

ナ デ 徴砂粒 良好
ヨ コ ナ デ 微細 な 石英 良好 底部外面 に 糸切痕
回転 ヨ コ ナ デ 微砂粒 良好 底部外面に品切痕 ・ 内面 に小枝混入

ナ デ 微細 な 角 閃 石 普通 高台高0.9c皿
ケ ズ リ 微細な 石英 ・ 角 閃 石 ・ 微砂粒 良好
回転 ヨ コ ナ デ 微砂粒 良好
回転 ヨ コ ナ デ 微細 な 雲母 ・ 角 閃 石 良好
回 転 ヨ コ ナ デ 微砂粒 良好
回転 ヨ コ ナ デ 微細 な 角 閃 石 良好
回 転 ヨ コ ナ デ 微細 な 石英 ・ 角 閃 石 良好
回転 ヨ コ ナ デ 角 閃 石 良好
回転 ヨ コ ナ デ 角 閃 石 ・ 微細 な 雲 母 良好
ヨ コ ナ デ 微細 な 雲母 良好 高台高0.6cm ， 全面 に 赤彩
ナデ 微細 な 石英 良好 高台高O.7cm， 貼付け高台， 外面 に赤彩

ナ デ 微細 な 雲母 ・ 角 閃 石 良好 底部内外面 に 赤彩
ヨ コ ナ デ 微細 な 雲母 ・ 角 閃 石 良好 底部外面 に 糸 切 痕
ヨ コ ナ デ 微細 な 雲母 良好 底部外面 に 糸 切 痕
ナ デ 微細 な 雲 母 良好 底部外面 に 糸切痕
ヨ コ ナ デ 微細 な 雲母 ・ 角 閃 石 良好 底部外面 に 赤彩 ・ 糸 切 痕
ヨ コ ナ デ 微細 な 雲 母 ・ 石英 良好 底部外面 に 糸切痕
ナ デ ・ 回転 ナ デ 微砂粒 良企I 底部外面 に 糸 切 痕
回転 ヨ コ ナ デ 徴砂粒 ・ 雲母 良好
ミ ガキ 徴砂粒 ・ 角 閃 石 良好 内 面 に ス ス 付着

内面 胎土混入物 焼成 備考

ヨ コ ナデ・ ハ ケ 目後 ヨ コナデ 微砂粒 良好
ナ デ 微砂粒 良好 内 面 に 自 然粕
回 転 ナ デ 微砂粒 良好 口 縁部外面 の み灰色
ナ デ 微砂粒 良好
回 転 ナ デ 微砂粒 ・ 徴細な石英 良好 口縁部外面 の み灰色
回 転 ナ デ 微砂粒 良好 底部外面 に 糸切痕



第4表 遺物観察表 (3 )

瓦観察表

ーお1

図版番号 遺物番号 ダリ ッ ド 層位 遺構 器種 部位 現存長 幅 厚 四面 凸面 胎土混入物 凹面 凸面 側面 焼成 備考

第 10図 30 8 -2 1 3  包含層 丸瓦 1 0.6 5.8 2.2 灰黄色 黄灰色 微砂粒 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 面 ト リ 良好
第 10図 3 1  8 -2 1 3  包含層 丸瓦 7.2 5.3 2.0 黄灰色 灰色 微砂粒 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 面 ト リ 良好
第 1 0図 32 8 -2 1 3  包含層 丸瓦 端部 3 .3  5 .8  2. 1 灰色 灰色 細砂粒・微細な石英 ・ 角 閃石 布 目 圧痕 ナ デ 面 ト リ 良好
第 1 0図 33 8 -2 1 3  包含層 丸瓦 端部 5 .5  6.8 2.2 に ぶ い糧色 に ぶ い黄櫨色 細砂粒 布 目 圧痕 不 明 未調整 良好
第 1 1 図 34 8 -2 1 3  包含層 丸瓦 端 部 5.9 1 0.2 1 .8 灰黄色 灰色 微砂粒 布 目 圧痕 縄 目 庄痕 面 ト リ 良好
第 1 1 図 35 8 - 1 1 3  包含層 丸瓦 1 1 .3 9.8 1 .4 にぷい黄櫨色 に ぶ い黄櫨色 細砂粒 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 一部面 ト 'J 良好
第 1 2図 36 C - 1 1 3  包含層 平瓦 9. 1 8.3 2.0 灰 白 色 灰黄色 微細 な 石英 ・ 角 閃 石 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 良好
第 1 2図 37 D - 1 1 3  包含層 平瓦 5.7 4.7 2.0 灰色 灰色 微砂粒 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 面 ト リ 良好 穿孔あ り
第 1 2図 38 8 - 1 1 3  包含層 平瓦 端部 6.8 6.0 2. 1 灰 オ リ ? プ色 灰色 微砂粒 ・ 微細 な 石英 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 面 ト リ 良好
第 1 6図 90 D - 1 1 2  包含層 丸瓦 7.2 1 0.5 1 .8 灰貧褐色 灰黄褐色 長 石 ・ 石英 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 面 ト リ 良好
第 1 6図 9 1  D - 1 1 2  包含層 平瓦 端部 5 .5  6. 1 2.3 灰 白 色 灰色 微砂粒 ・ 長石 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 面 ト リ 良好
第 1 7図 92 D -2 1 2  包含層 平瓦 端部 6.7 9.9 2.2 灰 白 色 灰 白 色 微砂粒 ・ 微細 な 長石 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 面 ト リ 良好
第 1 7図 93 D -2 12  包含層 平瓦 端部 4.8 7.2 1 .8 黄褐色 灰褐色 徴砂粒 ・ 赤褐色砂粒 長石 布 目 庄痕 網 目 圧痕 面 ト リ 良好
第 17図 94 C -2 12  包含層 平瓦 端部 6.0 5.7 1 .6 灰黄色 灰黄色 砂粒 ・ 角 閃 石 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 面 ト リ 良好
第 1 8図 95 D -2 1 2  包含層 平瓦 端部 4.3 5.7 1 .7 灰 白 色 灰色 微砂粒 ・ 長石 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 面 ト リ 良好
第 1 8図 96 C -2 1 2  包含層 平瓦 端部 5.4 5.8 2.8 に ぷい鐙色 灰黄色 微細 な 長石 ・ 石英 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 面 ト リ 良好
第 1 8図 97 D -2 1 2  包含層 平瓦 4.2 5.4 2. 1 褐灰色 褐灰色 徴砂粒 ・ 長石 ・ 赤褐色砂粒 ナ デ ナ デ 良好
第 1 8 図 98 C - 1 1 2  包含層 平瓦 4.3 5.0 2.0 に ぶ い黄糧色 灰黄褐色 微細 な 長 石 布 目 圧痕 ナ デ 面 ト リ 良好
第 1 9図 99 D -2 1 2  包含層 平瓦 端部 5.8 6. 1 2.0 灰 白 色 灰黄褐色 徴砂粒 ・ 角 肉石 ・ 長石 ・ 赤褐色砂粒 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 面 ト リ 良好
第 1 9図 1 00 D -2 1 2  包含層 平瓦 端 部 5.6 6.0 1 .9 灰色 灰色 微砂粒 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 面 ト リ 良好
第 19図 1 0 1  C - 1 1 2  包含層 平瓦 端 部 3.3 8. 1 2.0 浅黄色 黄灰色 細砂粒 ・ 微細 な 長石 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 面 ト リ 良好
第 19図 1 02 D -2 1 2  包含層 平瓦 端部 4.8 4.6 1 .5 灰黄褐色 灰黄褐色 角 肉 石 ・ 長 石 ・ 石英 布 目 圧痕 縄 目 圧痕 商 ト リ 良好

瓦 質土器観察表
・ ー

外商

回 転 ナ デ ・ ナ デ
ヨ コ ナ デ ・ 指 ナ デ

ヨ コ ナ デ・ 指頭圧痕

内面

回転 ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ
ハ ケ 目

胎土混入物

角 閃 石
微細 な 砂粒
微細な石英・角閃石

備考

口唇部は面 ト リ ・ ヨ コ ナ デ

口縁部外面のみ う 黄灰色

口唇部は面 ト リ ・ ヨ コ ナ デ



第5表 遺物観察表 (4)

陶磁器類観察表

-包|

図版番号 遺物番号 'jリ ッ ド 層位 遺構 種別 部位 器種 口径 底径 現存高 器厚 高台高 高台径 外面 内面 外面 内面 胎土混入物 焼成 備考
第8図 16  A -2 一括 SD-04・05 青磁 碗 2.6 !正 オ リ ー プ色 灰 オ リ ー プ色 j出 弁 文 ・ 施紬 ヨ コ ナ デ ・ 施紬 灰 白 1 : 良好

第8図 1 7  A -2 一括 SD-04 青磁 仁l 縁青E 碗 1 6.0 3 .7  1* オ リ ー プ色 灰 オ リ ー ブ色 ナデ ・ 櫛 目丈 ・施軸 ナデ ' lE文 ・ 施相i 灰 白 土 良好 内面iに一条の沈線
第 1 4 図 5 3  B -2 1 3  包含層 青磁 3 . 1 0.9 オ リ ー プ灰色 オ リ ー プ灰色 illi 弁 文 ・ 施利 ナ デ ・ 施利l 灰 白 土 良 H

第 1 4図 54 B -3 1 3  包含層 青磁 口縁部 3 .2  0.4 !正 オ リ ー プ色 灰 オ リ ー プ色 慈 弁 文 ・ 施紬 施 紬 灰 白 :1: 良好
第 1 4図 55 B -2 1 3  包含層 青磁 日 縁 部 2 . 2  0.4 l河緑灰色 明緑灰 色 施紬 施糊 灰 白 一1 : 良企T 全体 に i1 入

第 14図 56  A -2 1 3  包含層 青磁 日 縁 部 2 . 9  0.5 l列緑灰色 明緑灰色 i室 弁 文 ・ 施紬 施手由 灰 白 上 良好 全体 に :fct 入

第 1 41�1 57 B -2 1 3  包含}胃 青磁 3 .2  0 .7  オ リ ー プ灰色 オ リ ー プ灰色 漣 弁 文 ・ 施紬 施利l 灰 白 土 良好 一部 に 賞 人

第 1 41�1 58  B -2 1 3  包合平j 青磁 3 . 1 0.6 J反 オ リ ー プ色 灰 オ リ ー プ色 i進弁 文 ・ 施紬 施紬 灰 色 上 良 好

第 1 41支l 59 A -2 1 3  包f守層 青磁 2 .8  0 .8  l情 オ リ ー プ色 暗オ リ ー ブ色 i進弁 文 ・ 施糊 ナ デ ・ 施布h 時灰 黄 土 良 好

第 1 4図 60 B - I  1 3  包f守層 青鍛 3 . 7  0.8 !大 オ リ ー プ色 灰 オ リ ー プ色 施紬 劃花文 ・ 施事h 灰 白 l二 良好 外iïli に 一部 貫 入
第 1 4 1濁 6 1  B -2 1 3  包f守層 背磁 [ 1縁部 碗 1 2 .4 2 .5  0.4 オ リ ー プ灰色 オ リ ー ブ灰色 j準 弁 文 ・ 施利l 施紬 灰 白 1 � 良好

第 1 4 1�1 62 C -2 1 3  包合層 青総 [1 縁音E 碗 1 3 .4 4.0 0.6 1Ä オ リ ー プ色 灰 オ リ ー プ色 越 弁 文 ・ 施紬 施手由 灰 白 1 : 良Itf. 全 体 に 民 入

第 1 4 [�1 63 D - I  1 3  包合層 青磁 lil: 部 碗 5.4 4.4 0.3 4.4 I!i オ リ ー プ色 阪 オ リ ー ブ色 i進 弁 文 ・ 施秘 施平自 灰 色 1 '. 良好 !見引 込い .み 高品円f前? の; l t1J柚' t !を良か町き柚取がる

第 1 4jý(1 64 A -2 1 3  包含!脅 青磁 11 *昔前; 碗 1 3 .4 3 .4 0.4 !五 1' 1 色 !パ 1' 1 色 施納 施 事11 }ポ li 1ニ 良 好 u容部は納な し
第 1 4似l 65 B - I  1 3  包i>ì� 青磁 2.6 0.6 オ リ ー プ黄色 オ リ ー ブ黄 色 施希b 施和l 灰 仁， j � 良好
第 1 41文l 66 A -2 1 3  包f守層 青磁 2 .0 0 .7  !五 オ リ ー プ色 !五オ リ ー プ色 施紬 施布h 1:/( 1 ' 1 1 : 良好

第 1 41兎l 67 B - I  1 3  包:守層 白磁 1 J 縁 部 碗 1 0.6 2 .6 0.4 !五 1' 1 色 灰 白 色 ヨ コ ナ デ ・ 施右h ナ デ ・ 施利l !パ ド J 1 '. H.H 
第 1 4 1';(1 68 A -2 1 3  包f守屑 白磁 r J縁部; 碗 1 3 .4 2 .8 0 .5 lMI í!!. !五 1' 1 色 ロ ヲ ロ 十デ ・ 施粕 施希IJ {放砂粒 良好
第 1 41';(1 69 A -2 1 3  包f守層 白磁 lif.告1; 6.8 1 .5 0.6 6.0 l五 1' 1 色 明 オ リ ー ブ1!i 色 ナ デ ナ デ ・ 施 布h 微砂ft を 含む灰白土 良好
第20凶 1 03 C -2 1 2  包合層 青磁 1 1 縁部 碗 1 5 .0 3 .6 オ リ ー プ灰色 オ リ ー ブ!五 色 j出 弁 文 ・ 施利l 施 利l 灰 1' 1 1 -. 良川
第201型| 1 04 D -2 1 2  包合!持 青磁 r l 縁 部 碗 1 5 .8 1 .9 オ リ ー ブ灰色 オ リ ー ブ灰 色 雄 弁 文 ・ 施利1 施車h !天 r'l 1 '. 良川
第201�1 1 05 D - I  1 2  包合層 青磁 LI縁部 碗 1 4 .6 2.2 総灰色 総!ポ 色 j出 弁 文 ・ 施布b 施 利l 1;1< 1 ' 1 1 :  良H
第201立l 1 06 ( . I . D - I  1 2  包合!国 青磁 " *� 部 碗 1 5 .2  4. 1 オ リ ー プ灰色 オ リ ー プl五 色 i笠 弁 文 ・ 施事h 施 手由 jぷ i'i I : 良H
第201式l 1 07 (. I ' D .2 1 2  包含!吾 青磁 r 1縁部 碗 1 2 .8  5 .8  オ リ ー ブ灰 色 オ リ ー プ灰 色 j監 弁 文 ・ 施利l 施 利1 1:/( 1 ' 11 :  良I.lf

第201� 1 08 C - I  1 2  包合!持 青磁 1 1 縁 部 腕 1 4.2  3 .7  総灰色 緑1民 色 i盗 弁 文 ・ 施紬 施 紬 灰 色 1 : 良好
第20�1 1 09 C -2 1 2  包合!国 青磁 1 1 縁部 碗 1 2 .3 3 .4 緑!大 色 緑灰色 i盗 弁 文 ・ 施秘l 施 紬 灰 1' 1 1 : 良I.lf
第20凶 1 1 0 C -2 1 2  包合格 青磁 1 ]縁部 腕 6.4 3.0 0.6 4.8 オ リ ー プ灰色 オ リ ー プ灰 色 施紬 劃 花 文 ・ 純利l 灰 白 1 : 良I.lf 高台育Iíは柚をか き取る
第20図 1 1 1  C -2 1 2  包fすl材 青磁 IJ 縁 部 碗 1 6 .0 2 .8 I!( オ リ ー ブ色 灰 オ リ ー プ色 施布h 劃 花 文 ・ 施 手ih 灰 白 1 : 良 f.f

第20凶 1 1 2 ( .2 ・ D .2 1 2  包合層 青磁 1 1 縁部 碗 1 4 .6 3 . 1 !大 オ リ ー プ色 灰 オ リ ー ブ色 施 布IJ 重Ij 花文 ・ 施布h 灰 l 'l l: 良好

第20['!i1 1 1 3 D -2 1 2  包含層 白磁 正t剖i 4.6 1 .6 0.6 3.6 I�J 寸 リ ー プ色 明す り ー プ色 H、τ リ ー プ色 施利l 施紬 ・ ヨ コ ナ デ {般砂粒 lHf 
第 20医l 1 1 4 D - I  1 2  (止合層 白磁 u 縁 部 碗 1 6 .5 3.8 灰 白 色 灰 1"1 色 施事h 施 利i 灰 1'1 1:. 良好
第20閲 1 1 5 C - I  1 2  包 合l吾 白磁 1] 縁部 碗 1 4.4 3.4 1MI 色 以 ( 1 色 施 手由 施 利l 以 1' 1 1 : 良好
第 20凶 1 1 6 D - I  1 2  包合屑 白磁 1il: 昔[1 8 .4 2.4 0.5 6.0 H約五黄 色 灰 オ リ ー ブ色 同 事�; ナ デ 施紬 微細! な石英 良Ijf
第 20凶 1 1 7 D -2 1 2  包合同 白磁 [ 1 縁部 碗 1 6.6 3.2 l五 1' 1 色 灰 白 色 施利l 施利l !長 I'j l: 良好 内 ifli に 一条の沈キ泉
第2 1 1司 1 26 B .2 1首 青磁 LI 縁部 碗 1 6.8  3 .7 オ リ ー ブ灰色 オ リ ー プ灰色 i近 弁 文 ・ 施 利l ナ デ ・ 施 布h 灰色 上 良好

第2 1 図 1 27 D .2阿 青磁 ): 1 縁 部 腕 1 2 .8  4. 1 緑!五 色 緑灰 色 i道 弁 文 ・ 施事IJ ナ デ ・ 施利! 灰 色 1-. 良 好

第2 1 図 1 28 C -2 青磁 LI 縁 部 1 2 .6 1 .6 !大 色 灰 色 ナ デ ・ 施紬 ナ デ ・ 施事h 灰 色 l二 良I.lf 全 体 に i1 入

第 2 1 図 1 29 A -2 青磁 [ 1 縁部 1 1 .0 1 .6 オ リ ー プ灰色 オ リ ー ブ灰 色 ヨ コ ナ デ ・ 施紬 櫛描 文 ・ 施事h 微細な石英 良好
第2 1 図 1 30 A - I  青磁 !辰 吉E 高fì 6.8 1 .5 0.5 4.8 1!( オ リ ー プ色 灰 オ リ ー プ色 』主袖 回転ナ デ ・ 施紬 灰 白 l二 良好 高台部は袖をか き取る
第2 1 図 1 3 l  D - I  一括 ト レ ン チ 白磁 日 縁 部 1 3 .6 3.3 IIJ オ リ ー プ灰色 町j オ リ ー プ灰 色 施紬 施 利 灰 白 土 良好
第2 1 図 1 3 2  D - I  一括 ト レ ン チ 白磁 LI 縁音11 1 3 .6 2.7 黄渇色 黄褐色 施紬 櫛描文 ・ 施利l 微砂粒 良 好

第 2 1 図 1 33 B -2 近代酷器 []縁音E 9.4 2 .3  WJ緑灰色 明緑灰色 施1曲 施 利l IE色:1: 良 好
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熊本県 、 二本木遺跡群にお ける プラ ン ト ・ オ パ ー ル分析

株式会社 古環境研究所

1 . は じ め に

植物珪酸体は、 植物の細胞内に ガラス の主成分である 珪酸(SiO2) が蓄積したものであり、 植物が枯れ

たあとも微化石(プラ ン ト・ オ パール) となって土壌 中 に半永久的に残っている 。 プラ ン ト・ オ パール分

析は、 こ の微化石を遺跡土壌などから検出す る 方法であり、 イ ネ の消長を検討す る こ とで埋蔵水 田 跡の検

証や探査が可能である (藤原・杉 山 ， 1 984)。

2 . 試料

調査地点は、 B 1 区 西壁と B 2区の2地点である 。 B 1 区西壁では、 8 層下部から14層までの層準から

1 2試料が採取された。 試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示す。また、 B 2区では水 困 層とみられる

1 1 層から 3 試料が採取された。試料数は合計15点である 。

3 . 分析法

プラ ン ト・ オ パールの抽出と定量は、 プラ ン ト・オ パール定量分析法(藤原 ， 1976) をもとに、 次の手

順で行った。

1 ) 試料を1 050C で、24時 間 乾燥(絶乾)

2 ) 試料約 1 9に対して直径約40f1 mのガラス ビーズを約0.02g添加

(電子分析天秤によりO. lmgの精度で秤量)

3 ) 電気炉灰化法(550"(・ 6 時 間) による 脱有機物処理

4 ) 超音波水 中 照射(300W・42KHz ' 10分間) による 分散

5 ) 沈底法による 20 μ m以下の微粒子除去

6 ) 封入剤(オ イ キ ッ ト) 中 に分散してプ レ パラート作成

7 ) 検鏡・計数。

同 定は、 イ ネ 科植物の機動細胞に 由 来 す る プラ ン ト・オ パールをおもな対象とし、 400倍の偏 光顕微鏡

下で行った。 計数は、 ガラス ビーズ個 数が400以上になる まで行った。 こ れはほぼ プ レ パラート l 枚分の

精査に相 当 す る 。 試 料 1 9あたりの ガラス ビーズ個数に、 計数された プラ ン ト・ オ パールとガラス ビー ズ

個 数の比率をかけて、 試料 1 g 中 のプラ ント・オ パール個数を求めた。

また、 おもな分類群については こ の値に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体 l 個 あたり

の植物体乾重、 単位 : 1 0 - 5 g)をかけて、 単位面積で層厚 l cmあたりの植物体生産量を算出した。 イ ネ

(赤米) の換算係数は2.94(種実重は1 .03) 、 ヒ エ属( ヒ エ) は8.40、 ヨ シ 属 ( ヨ シ ) は6.31、 ス ス キ属 (ス

ス キ) は1.24、 タケ亜科(ネ ザサ節)は0.48である 。

4 . 分析結果

水 田跡(稲作跡) の検討が主目的である こ とから、 同 定および定量はイ ネ 、 ヒ エ属 型、 ヨ シ 属 、 ス ス キ

属 型、 タケ亜科(おもに ネ ザサ節) の主要な 5 分類群に限定した。 こ れらの分類群について定量を行い、

その結果を表 l および図 l 、 2に示した。写真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を示す。

5 . 考察
水 田 跡(稲作跡) の検証 や 探査を行う場合、 一般に イ ネ の プラ ン ト・ オ パールが試料19あたりおよそ
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5，000個以上と高い密度で検出された場合に、 そ こ で稲作が行われていた可能性が高いと判断している。 ま

た、 その層に イ ネ の密度の ピ ー ク が認められれば、 上層から後代のものが混入した危険性は考 え に くくな

り、 その層で稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。以上の判断基準 に もとづい て稲作の可

能性 に ついて検討を行った。

( 1 )  8 1 区西壁 (図 1 )

7層下部(試料 1 ) から1 4b層(試料1 2) ま で、の層準 に ついて分析を行った。 その結果、 7層下部(試料

1 ) 、 8層上部(試料 2 ) 、 1 2層(試料 5 ) 、 1 3a層(試料 7 、 8 )、 1 3b層(試料 9 、 1 0) の各層準 から イ ネ が

検出された。 こ のう ち 、 水 田 層とみられる1 3a層 (試料 7 、 8 ) では、 密度が9，200�9，800個/gと高い値で

あ り、 明瞭な ピ ー ク が認められた。 ま た、 1 3b層 ( 試料 9 ) でも7，500個/gと高い 値であ る。したがって、

こ れらの層準では稲作が行われていた可能性が高いと考 え ら れる。

その他の層準では、 密度が700� 1 ，500個/gと低い値であ る。 イ ネ の密度が低い原 因 としては、 1 ) 稲作

が行われていた 期聞 が短かった こ と、 2) 洪水などによって耕作土が流出した こ と、 3 ) 土層の堆積速度

が速かった こ と、 4 )稲藁が耕作地以外 に 持 ち 出されていた こ と、 5 ) 採取地点が畦畔など耕作面以外で

あった こ となどが考 え られるが、 こ こ での原 因は不明である。

( 2 )  8 2 区 (図 2 ) 

水 田 層とみられる1 3層 ( 試料 1 � 3 ) に ついて分析を行った。 その結果、 すべての試料から イ ネ が検出

された。密度は5，300�9，900個/gといずれも高い値である。したがって、 同層準では稲作が行われていた可

能性が高いと考 え られる。

6 . ま と め

以上のように 、 水 田 層とみられる1 3層では、 すべての試料から イ ネ が多量 に 検出され、 同 層で稲作が行

われていた こ とが分析 的 に 検証された。 ま た、 1 4層などでも稲作が行われていた可能性が認められた。

参考文献
藤原宏志(1 976) プ ラ ント・オ パ ー ル分析法の基礎的研究( 1 ) 一 数種 イ ネ 科栽培植物の珪酸体標本と定量分

析法 考古学と 自 然科学， 9， p.l 5・29.

藤原宏志・杉 山 真二(1 984) プ ラ ント・ オ パ ー ル分析法の基礎的研究(5) ー プ ラ ント・オ パール分析 に よる

水 田 祉の探査 一 . 考古学と 自然科学， 1 7， p.73・85.
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